
岡山地域飼料用トウモロコシ等生産・利用研修会を開催

１ 市町村名

岡山地域

２ 内容

平成２９年１２月１２日（火曜日）、岡山地域農業技術者連絡協議会畜産部会（事務局

：備前県民局農畜産物生産課畜産班）は、JA岡山藤田支所において飼料用トウモロコシ等

の生産・利用研修会を開催した。

当日は生産農家や関係機関ら２９名が参加し、研修では各関係機関が飼料用トウモロコ

シの生産利用状況や実証展示ほ等の説明と意見交換を行った。

意見交換では、利用する畜産農家からは「嗜好性も良く、１頭あたり乳量が2kg/日アッ

プした」、また生産する耕種農家からは「畜産農家からの要望も多く生産拡大に取り組み

たい」といった意見・感想を聞くことができた。

その後地下かんがいシステム（FOEAS）の実証展示ほ場に移動し、２期作目の飼料用ト

ウモロコシの収穫作業を見学した。

飼料用トウモロコシは耕畜どちらからも好評であり、畜産班では生産・利用の拡大を推

進していく予定である。

３ 特記事項・補足事項

研修内容

・岡山地域飼料用トウモロコシの生産・利用状況について、FOEAS実証ほでの調査結果

（農畜産物生産課畜産班）

・飼料用トウモロコシの生産・利用の基礎知識

（農林水産総合センター畜産研究所）

・地下かんがいシステム（FOEAS）の実証展示について

（農地農村計画課）

・飼料用トウモロコシほ場における土壌水分および地下水位の推移

（農林水産総合センター普及推進課）

４ 関連事業

平成２９年度単県事業「耕畜連携による水田での『飼料用トウモロコシ』の実証事業


